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＜以下、事前にメールにて配信された注意事項です＞ 

１．大会を通じての一般的注意事項 
 

（１）大会前、大会期間中の健康管理について 

 公益財団法人日本卓球協会発出の「天皇杯・

皇后杯 2021年全日本卓球選手権大会（一

般・ジュニアの部）～新型コロナウイルス感

染対策に関する事前ご案内」にありますよう

に来場２週間前から前日までの日々の①検温

結果、②健康状態を記入した様式 Aを来場初

日に受付にご提出ください。 

大会期間中の来場当日の①検

温結果、②健康状態を記入し

た様式 Bを来場日の都度、受

付で確認を受けてください。 

（２）入場について 

①入場の際に入口で手指消毒の

うえ、非接触型検温器にて体温測

定いたします。 

②パスチェックが行われます。（IDカードをご準備ください。） 

③関係者受付で、来場初日に様式 Aをご提出ください。来場２週間前までの体調等の内

容確認があります。（様式 A は１月末まで保管されます。） 

④来場日の都度、様式 Bをご提示ください。当日朝の体温・健康状態を確認します。 

⑤体温・健康状態に問題がない場合、入場可能となります。 

※来場当日受付で様式 Aおよび様式 Bを確認させていただいた際に健康状態回答欄に「あ

り」があった場合、ご入場いただけません。 

また、受付時の検温結果が 37.5 度以上の場合もご入場いただけません。来場当日の

朝の検温で 37.5 度以上ある場合は来場をお控えください。 

 ⑥大阪コロナ追跡システムへのご対応と厚生労働省／新型コロナウイルス接触確認アプ

リ（COCOA）のご利用について 



  大阪コロナ追跡システムは大阪府より義務づけされていますので、スマートフォーン

等の端末で QR コードが読み取れるアプリのダウンロードを事前にご対応お願いいた

します。スマートフォーン等の端末をお持ちでない場合はこのシステムの対象外とな

ります。 

新型コロナウイルス接触確認アプリ（COCOA）は内閣官房新型コロナウイルス感染症対

策推進室からの感染拡大防止ガイドライン取り組み強化策の一つです。ご理解のうえ、

ご協力をお願いいたします。 

大会期間中、健康管理、とりわけコロナ感染対策には充分ご注意ください。会場で

審判業務に携わっている時間、オフの時間、会場外におかれましてもソーシャルディ

スタンスを保ち、マスクの着用、手指の消毒等を随時行ってください。会場内各所へ

の出入りの際にパスチェックと検温、マスクの着用、手指の消毒等を行ってください。 

 確認する場所は以下のとおりです。 

  ①会場出入口 

  ②コールエリア出入口 

  ③アリーナ出入口（会場内の選手、審判員の動線は指示される） 

 

大会期間中、体調が悪くなった場合、医務室に医師が常駐しています。また、大会

期間中、会場内外で体調が悪くなって来場できなくなった場合や審判業務が遂行でき

なくなった場合は下記にお知らせください。 



＜以下は、選手への事前注意事項です＞ 

Ⅰ、競技会場、練習会場で気をつけていただきたいこと 

1． 競技会場、練習会場に入る際は、マスク着用、手指消毒をすること。 

2． 会場内では、練習会場･競技領域内以外はマスクを着用すること。 

3． ボールを選球する前に、手指消毒すること。 

4． 会話を交わすときは、3 密を避けること。 

5． 握手などの身体を接触させる挨拶は行わないこと。 

6． 相手選手･アドバイザー・審判員と至近距離で会話しないこと。 

Ⅱ、試合で守っていただきたいこと 

試合中は、選手同士無防備な状態にありますので、特段の配慮が必要となります。 

1． 不要な声出しをしないこと。特に大きな声を出さないこと。 

2． テーブル（卓球台）で手を拭かないこと。 

3． 手やタオルでテーブルの上の汗を拭かず、副審に拭いてもらうこと。 

4． シューズの裏を手で拭かないこと。 

5． 試合中は手で顔をさわらないように気をつけ、試合後は直ちに手指消毒すること。 

6．コートチェンジは行わない（金曜まで） 

（以上に加えて、大会期間中に追加された注意は…） 

  〇 他コートから侵入してきたボールは審判員が拾うので、選手は触らないこと。 

（審判員へ注意事項は以下の通りです） 

★基本は、「マスク着用」「素手でボールやラケットを触らない」「除菌・消毒」 

  (1)審判控え室を出る際に手指をしっかり消毒し、支給される色つきマスク（ブルー） 

を着用する。（試合ごとにかえる。） 

  ※飛沫防止用のついたてがあるので、ついたて越しに 

対応する。 

  (2)ラケット検査 

①選手にラケットをテーブルにおいてもらい、上の 

面を LARC（ITTF が発行するラバーリスト） 

で確認する。 

②片方の手だけに手袋をつけ、その手でラケットを裏返し、もう一方の手で裏面 

を LARC で確認する。 

③両方の手に手袋をつけ、厚さ、平坦性、ラバーの欠け、はみ出しを確認する。 

④片方の手袋をはずし、紙袋の蓋を開け、ラケットを選手それぞれの袋に入れる。 

⑤手袋をはずし、ゴミ箱に捨て、テーブルのラケットを置いたところとゲージを消 

毒シートで消毒する。 

※詳細な測定が必要な場合は、手袋をつけたまま検査機を使用し、終了したら検査 

機を消毒シートで消毒する。 



(3)選手に選球所でボールを 2 個選んで持ってきて 

もらう。ボールは所定のカップに入れてもらう。 

審判員は直接ボールに触れないようにする。 

（触れてしまった場合は手指を消毒する。 

  (4)  選手入り口で、手指消毒を行う、その際、消 

    毒液のそばにボールペンが置いてあるので、ア 

    ドバイザーにサイン用に１本ずつ持って行っ 

    てもらう。（ボールペンは持ち帰ってもらう。回収不要） 

(5) 選手には競技領域に入るまでマスクを着用するよう伝える。 

(6) ボールに触れる必要のある場合には、副審台に入れてある手袋をつけ、ボールを 

扱う。手袋はボールをテーブルに置いた後、すぐに副審席下のゴミ袋に入れる。 

(7)主審はラケットを渡すとき、袋の蓋を開き選手に取り出してもらう。 

(8)ラケット交換はせず、お互いが見せ合う形で行う。 

(9)汗を拭くときは、通常の雑巾を使うのではなく、片手に手袋をつけ吸水性の高い紙 

で汗を吸い取るようにする。使い終わったものは、副審席下のゴミ袋に入れる。 

テーブルを拭く必要のあるときも手袋をつけ、副審台に準備してある三英の除菌ス 

プレーをマイクロファイバーに拭きかけ、軽く拭く。 

 

（大会中の追加指示） 

  〇 アドバイザーに配付したタイムアウト要求カードは、試合後にアドバイザーから 

ラケットを入れていた紙袋に入れてもらい（直接触れることを回避するため）、回 

収する。 

  〇 （善部審判長より） 

   「大声を出すと注意されたり、台を触ると注意されたり、『今年の審判員は厳しい』 

との声が上がっているようだ。『そんなの当たり前だよ』と逆に言いたい。 

感染防止をしないと、大会は開けない。堂々と言い続けてほしい。」 

 

＜下田の所感＞ 

 この厳しい状況下で、ありとあらゆる知恵と工夫と情熱を注ぎこみ、一つのスポーツイ

ベントを無事に成功させようとする人々がいて、自分もその一員としてかかわれたことを

幸せに思いました。 


